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2024(令和 6)年度役員 (第 2 回理事会で理事校 24 校に変更 出席者に下線) 

 

専門部長     岩手県立金ケ崎高等学校長  三森 健 

副専門部長    岩手県立不来方高等学校長  菊池 勝彦 

副専門部長    岩手県立盛岡工業高等学校長  瀬戸 和彦 

専門部代表理事  岩手県立不来方高等学校  岡田 伸一郎※ 

専門部理事 

岩手県立盛岡第一高等学校  森 公崇   2030～31 年度事務局校 

岩手県立盛岡第二高等学校  菊地 達哉 (上位大会担当※※) 2042～43 年度事務局校 

岩手県立盛岡第三高等学校  髙橋 篤志 (監事)  前事務局校 

岩手県立盛岡第四高等学校  新沼 正史   2036～37 年度事務局校 

岩手県立盛岡北高等学校  久保井 秀樹   2034～35 年度事務局校 

岩手県立不来方高等学校  福田 和楓   事務局校 

岩手県立杜陵高等学校定時制  平山 道郎 

岩手県立杜陵高等学校通信制  曽我 範晃 

岩手県立盛岡農業高等学校  鈴木 勇二 (盛岡支部理事，前東北高校放送コンテスト事務局) 

岩手県立盛岡工業高等学校  小野寺 真由美 (監事)  次期事務局校 

岩手県立盛岡商業高等学校  髙橋 武   2028～29 年度事務局校 

盛岡市立高等学校   山崎 治子   2032～33 年度事務局校 

岩手中・高等学校   大沢田 真也   2038～39 年度事務局校 

盛岡白百合学園中学高等学校  成田 奈穂   2040～41 年度事務局校 

岩手県立花巻北高等学校  畠山 隆行 (花巻支部理事) 

岩手県立黒沢尻北高等学校  高橋 知己 (北上支部理事) 

岩手県立岩谷堂高等学校  山平 清人 (奥州支部理事) 

岩手県立一関第一高等学校  小澤 茂登子 (一関支部理事) 

岩手県立一関工業高等学校  小幡 直子 

岩手県立大船渡高等学校  菊田 光哉 (気仙支部理事) 

      (釜石支部理事空席) 

岩手県立宮古高等学校  菊地 奈樹 (宮古支部理事) 

岩手県立宮古商工高等学校  和山 真也 

岩手県立久慈高等学校  佐藤 美咲 (久慈支部理事) 

岩手県立福岡高等学校  佐藤 翔太 (二戸支部理事) 

 

(※  NHK 杯運営委員，東北高文連放送部会理事) 

(※※ NHK 杯運営部，高文連全国放送専門部理事，東北アナ朗事務局) 
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報告 1 事業報告 

2024(令和 6)年度 

月 日 曜
事業名

(太字は生徒参加の事業)
会場

主催者
(太字は主催)

4 10 水 県高文連第1回理事会 サンセール盛岡 県高文連

4 19 金 理事総会・第1回理事会 不来方高校 放送専門部

5 13 月 県高総文祭第1回実行委員会 サンセール盛岡 県高文連

5 17 金
県高総体開会式
(司会: 盛岡第三)

タカヤアリーナ
県高体連
(協力事業)

6
3
4

月
火

第47回岩手県高等学校総合文化祭放送部門大会兼
第71回NHK杯全国高校放送コンテスト岩手県大会

県民会館 放送専門部・NHK

6
22
23

土
日

第24回東北高等学校アナウンス朗読コンテスト
(9校・31名・19エントリー)

県民会館
東北高文連
主管事業

7 6 土
セミナーサポート事業①アナウンス朗読講習会
(6校19名)

NHK盛岡放送局 放送専門部

7
12
14

金
日

第70回NHK杯全国高校放送コンテスト
番組部門準々決勝審査

ウエブ上 全放連・NHK

7
22
25

月
木

第71回NHK杯全国高校放送コンテスト
(7校・58名・24エントリー)

オリンピックセンター(準決勝ま
で)・NHKホール(決勝) 全放連・NHK

8 1 木 高文連全国放送専門部理事会
バロー文化ホール
(多治見市文化会館)

全国高文連

8
2
3

金
土

第48回全国高等学校総合文化祭(岐阜大会)放送部門
(6校・24名・9エントリー)

バロー文化ホール
(多治見市文化会館)

全国高文連

8 5 月
短歌甲子園 司会進行打合会
(3校・12名)

プラザおでって
盛岡支部協力事業
盛岡市

8
16
18

金
日

第19回全国高校生短歌大会 司会
(盛岡第二・盛岡第一・盛岡白百合)

姫神ホール・アイーナ
盛岡支部協力事業
盛岡市

9 6 金 第2回理事会 不来方高校 放送専門部

9 13 金 東北地区高等学校文化連盟放送部会理事会 多賀城市文化センター 東北高文連

9 22 日
セミナーサポート事業②放送講習会
(10校・58名，うち県外2校・4名)

県民会館 放送専門部

10 5 土
岩手芸術祭総合フェスティバル 朗読
(盛岡第一)

県民会館
県芸術文化協会
(協力事業)

10 11 金
第47回岩手県高等学校総合文化祭総合開会式
(連盟賞代表盛岡第一)

二戸市
(福岡高校主管)

県高文連
(盛岡支部主管)

10 12 土
セミナーサポート事業③メディアコミュニケーションセミナー
(9校80名)

県民会館 放送専門部

11 1 金
いわて教育の日のつどい 司会
(盛岡白百合)

県民会館
岩手県
(協力事業)

11
5
6

火
水

第47回岩手県高等学校総合文化祭放送部門大会兼
第42回岩手県高等学校放送新人大会
(12校・111名・90エントリー)

県民会館 放送専門部

11 20 水
第19回高校生交通安全テレビCMコンテスト
(5校・13エントリー)

都南文化会館
岩手県
(協力事業)

11
23
24

土
日

セミナーサポート事業④番組講習会
(8校・41名)

盛岡第二高校
県民会館

放送専門部

12 21 土
セミナーサポート事業⑤アナウンス朗読講習会
(10校・36名)

県民会館 放送専門部

12
26
27

木
金

校内放送指導者講座
(東京3名・リモート5名)

千代田放送会館
県民会館(リモート)

全放連・NHK

1 11 土
秋田県校内放送強化練習会
(県勢3校・13名)

大曲市民会館
秋田県高文連
放送部会

2
8
9

土
日

第28回東北高等学校放送コンテスト
(10校・60名・36エントリー)

多賀城市文化センター
東北高文連
宮城県主管

2 14 金 第3回理事会・会計監査 不来方高校 放送専門部

3 22 土 NHK杯全国高校放送コンテスト担当者会議 NHK放送センター(東京) 全放連・NHK

3
22
23

土
日

番組講習会
盛岡第一高校
盛岡白百合学園高校

盛岡支部

3 27 木 Nコンスキルアップ講座 オンライン 全放連・NHK

3
27
28

木
金

成田高校放送部主催合同春合宿
千葉県立小見川少年自
然の家

成田高校
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(1) 大会事業 (第 2 回理事会以降のもの) 

・全結果は高文連紀要(巻末)と放送専門部のサイトに掲載 

ア 第 47 回岩手県高等学校総合文化祭放送部門大会兼 

  第 42 回岩手県高等学校放送新人大会 11 月 5 日(火)・6 日(水) 県民会館 

・東北高等学校放送コンテスト(宮城大会，2025 年 2 月)ならびに第 49 回全国高等学校総合文化

祭放送部門(香川大会，2025 年 7 月)の予選として実施。 

・第 49 回全国高総文祭参加推薦は次のとおり。 

アナウンス部門…盛岡第一(2)大矢知宙，盛岡白百合学園(2)中本真央・(2)安孫子陽菜 

朗読部門…盛岡白百合学園(2)西島唯，盛岡第二(1)川井由葵，盛岡第一(1)藤堂ひかる 

オーディオメッセージ部門…盛岡白百合学園 

ビデオメッセージ部門…盛岡第一，盛岡第三 

イ 上位大会 

・第29回東北高等学校放送コンテスト 2月 8日(土)・9日(日) 多賀城市文化センター 

入賞 7(昨年度 9，入賞総数 60) 

アナウンス部門   盛岡白百合学園(2)中本真央 入選(7～10 位相当) 

盛岡第二 (2)髙橋穂乃花 奨励賞(11～20 位相当) 

朗読部門   盛岡白百合学園(2)西島唯 最優秀賞 

盛岡第二 (1)川井由葵 優秀賞(2～3 位相当) 

盛岡第一 (1)藤堂ひかる 奨励賞(11～20 位相当) 

ラジオキャンペーン部門  盛岡第二 うたっこ娘 優良賞(4～6 位相当) 

盛岡第一 AI に訊いてみる? 入選(7～10 位相当) 

 

(2) 講習会事業 (全年度分) 

・セミナーサポート事業，盛岡支部事業，上位大会関連事業，協力事業関連として実施。 

ア 放送専門部・盛岡支部主催 

① アナウンス朗読講習会 7 月 6 日(土)NHK 盛岡放送局 

② 放送講習会 9 月 22 日(日)県民会館 成田高校・和泉洋一先生と生徒を招聘 

③ メディアコミュニケーションセミナー 10 月 12 日(土)県民会館 

加藤久智・高橋典子(IBC 岩手放送)・中野圭(TVI)・河辺邦博(元 IBC)各氏による部門別の講習。 

④ 番組講習会 11 月 23 日(土)盛岡第二高校・11 月 24 日(日)県民会館 

中野圭氏(TVI)による東北大会出場校への指導。 

⑤ アナウンス朗読講習会 12 月 21 日(土)県民会館 

安田知博氏による東北大会出場者への指導。 

⑥ 番組講習会 3 月 22 日(土)盛岡第一高校・23 日(日)盛岡白百合学園高校，盛岡支部主催 

井手広法氏による指導。→ 14 ページ 連絡 3(1) 
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イ 上位大会関連・協力事業関連 

①  短歌甲子園は盛岡第二3・盛岡第一3・盛岡白百合3が協力 

② 高校生交通安全テレビ CM コンテスト 11 月 20 日(水) キャラホール 

 

(3) 研修事業 (全年度分) 

ア 第 47 回校内放送指導者講座(12/26・27，千代田放送会館とオンラインの併用)…3＋5 名参加。

この講座への岩手からの参加者は累計 51 名(複数回参加を除く)となり，指導力・審査力の向上

につながっています。 

イ 生徒派遣事業…成田高校合同春合宿への派遣(補助無し) 

ウ 盛岡支部主催番組講習会への補助…今年度は 70,000 円を補助。 

 

(4) その他 (全年度分) 

ア 高文連表彰 (第 2回理事会で報告済，県高総文祭総合開会式で表彰) 

 次のとおり県高文連に推薦し，表彰されました。 

連盟賞(生徒表彰)…2023(令和 5)年 9 月 1 日～2024(令和 6)年 8 月 31 日に全国大会(総文祭・NHK

杯など)で優良賞(3 位)以内に入賞した個人及び部(団体)。 

・盛岡第一高校 2024 年度全国高総文祭オーディオメッセージ部門文部科学大臣賞 

功労賞(教職員表彰)…2023(令和 5)年 4 月 1 日～2024(令和 6)年 3 月 31 日に退職した教職員で，

専門部長，指導者として全国大会優良賞(3 位)以内に入賞したもの，指導者として全国大会に

10 回以上出品・出演させた方。 

・今年度該当無し 

イ その他 

・高総体開会式   5 月 17 日(金) 盛岡第三 

・岩手芸術祭総合フェスティバル 10 月 5日(土) 盛岡第一・大矢知宙 

・高総文祭開会式(福岡主管) 10 月 11 日(金) (協力要請の取り消し) 

・いわて教育の日のつどい  11 月 1 日(金) 盛岡白百合・中本真央 
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報告 2 一般会計中間報告 (2025(令和 7)年 1 月 16 日現在) 

1　収入の部 (単位: 円)

予算額 決算額 予算残高 備考

A 前年度繰越 164,825 164,825 0

B 登録料 130,000 110,000 -20,000 1校あたり 10,000・被災地免除

C 参加料

C-01 NHK杯県大会参加料 140,000 105,000 -35,000 1エントリーあたり1,000・被災地免除

C-02 新人大会参加料 110,000 90,000 -20,000 1エントリーあたり1,000・被災地免除

250,000 195,000 -55,000

D 補助金

D-01 県高総文祭部門費 80,000 80,000 0 NHK杯40,000・新人大会40,000

D-02 セミナーサポート費 430,000 414,487 -15,513 講習会430,000のうち15,513を高文連に返戻

D-03 強化費 50,000 50,000 0 新人大会50,000

D-04 専門部補助 170,000 170,000 0 NHK杯49,251・新人大会120,379

D-05 研修費 50,000 50,000 0 新人大会50,000

780,000 764,487 -15,513

E 雑収入 175 45 -130 利息

1,325,000 1,234,357 -90,643

2　支出の部

予算額 決算額 予算残高 備考

A 運営費

A-01 分担金 40,000 40,000 0
高文連全国放送専門部会費10,000
東北高文連放送部会費10,000
東北県参加料20,000

A-02 事務費 1,000 770 230 手数料・郵券

A-03 旅費 30,000 30,000 第3回理事会

71,000 40,770 30,230

B 事業費

B-01 NHK杯県大会 320,000 194,251 125,749 決算は第2回理事会で報告

B-02 新人大会 430,000 382,000 48,000 決算は第3回理事会で報告 

B-03 講習会 446,000 414,487 31,513 決算は第3回理事会で報告 

B-04 研修事業 15,000 143,122 -128,122 顧問研修会会場費・参加補助

1,211,000 1,133,860 77,140

C 予備費 43,000 0 43,000

1,325,000 1,174,630 150,370

3　残高

収入済額　-　支出済額　= 1,234,357 -1,174,630 59,727

運営費小計

事業費小計

総計

項目

参加料小計

補助金小計

合計

項目

=

 

 

・今後，利息の収入(収 E)，東北参加料の精算(支 A-01)，旅費(支 A-03)の精算がある見込み。 

・次年度第 1 回理事会で決算報告をおこなう。 

・登録料について，被災校の免除(1 校 10,000 円)をおこなった。登録料の前年度決算額との増減は

20,000 円の減。 
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協議 1 事業費会計決算報告 

・事業費会計①NHK 杯県大会については第 2 回理事会で承認済み 

 

(1) 事業費会計②新人大会 決算報告 

1　収入の部 (単位: 円)

予算額 決算額 予算残高 備考

1 参加料 110,000 90,000 -20,000 一般会計収C-02・被災地免除該当無し

2 県高総文祭部門費 40,000 40,000 0 一般会計収D-01

3 強化費 50,000 50,000 0 一般会計収D-03

4 専門部補助 90,000 120,379 30,379 一般会計収D-04

5 研修費 80,000 50,000 -30,000 一般会計収D-05

6 一般会計より 60,000 31,621 -28,379 一般会計収B

430,000 382,000 -48,000

2　支出の部

予算額 決算額 予算残高 備考

A 報償費

A-01 審査員謝金 80,000 80,000 0 20,000*4

A-02 表彰費 50,000 50,611 -611 楯(最優秀賞・優秀賞)

130,000 130,611 -611

B 旅費

B-01 県大会関係 40,000 42,895 -2,895 第2回理事会

B-02 上位大会関係 180,000 103,440 76,560
高文連全国放送専門部理事会・
東北理事会

220,000 146,335 73,665

C 需用費

C-01 食糧費 40,000 33,028 6,972 審査員・係

C-02 資料費 5,000 0 5,000

45,000 33,028 11,972

D 役務費 5,000 2,026 2,974 郵券・上位大会手続き・手数料

E 予備費 30,000 70,000 -40,000 盛岡支部事業補助

430,000 382,000 48,000

3　残高

収入済額　-　支出済額　= 382,000 -382,000 0

監査の結果，適正と認めます。

令和7年2月14日 監査 髙　橋　篤　志

監査 小野寺　真由美

総計

項目

合計

項目

報償費小計

旅費小計

需用費小計

=

 

・被災校の参加料免除の該当は無かった。 

・参加料の決算額は，前年度決算額と比べて 22,000 円の減。 

・支出決算額は,東北大会開催の前年度決算額と比べて 221,296 円の減。 

・予備費から盛岡支部事業補助 70,000 円を支出した。 
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(2) 事業費会計③講習会事業 決算報告 

1　収入の部 (単位: 円)

予算額 決算額 予算残高 備考

1 セミナーサポート費 430,000 414,487 -15,513 一般会計収D-02(430,000-15,513)

2 強化費 0 一般会計収D-03

3 専門部補助 0 一般会計収D-04

4 研修費 0 一般会計収D-05

5 一般会計より 16,000 -16,000 一般会計収B

446,000 414,487 -31,513

2　支出の部

予算額 決算額 予算残高 備考

A 報償費 150,000 141,005 8,995 講師謝礼@20,000/日+源泉徴収

B 旅費

B-01 講師旅費 170,000 149,320 20,680 高文連旅費規程による定額

B-02 講師宿泊費 60,000 78,400 -18,400 高文連旅費規程による定額

230,000 227,720 2,280

C 需用費

C-01 資料作成費 0

C-02 印刷代 0

C-03 教材作成費 0

C-04 講師昼食代 50,000 44,212 5,788 講師・役員

C-05 消耗品費

50,000 44,212 5,788

D 役務費

D-01 郵便料金 1,000 1,000

D-02 宅配料金 0

D-03 運搬費 10,000 1,000 9,000 駐車場代

D-04 振込手数料 5,000 550 4,450 返金の振込手数料

D-05 その他通信費 0

16,000 1,550 14,450

E 使用料・貸借料

E-01 会場費 0

E-02 機器使用料 0

0 0 0

F 予備費 0

446,000 414,487 31,513

3　残高

収入済額　-　支出済額　= 414,487 -414,487 0 (県高文連に15,513円返戻)

監査の結果、適正と認めます。

令和7年2月14日 監査 髙　橋　篤　志

監査 小野寺　真由美

役務費小計

使用料・貸借料小計

総計

項目

合計

項目

需用費小計

旅費小計

=

 

・事業ごとの支出額は次のとおり。(12/21 アナ朗講習会の支出には高文連返金手数料を含む) 

          前年度決算額比 

① アナウンス朗読講習会(7/6)      0 円  -5,184 円 

② 放送講習会(9/22)    171,752 円  -6,570 円 

③ メディアコミュニケーションセミナー(10/12) 103,790 円  -1,478 円 

④ 番組講習会(11/23-24)     43,354 円   9,730 円 

⑤ アナウンス朗読講習会(12/21)    95,591 円  -2,550 円  

合計     414,487 円  -6,052 円  

・県高文連からのセミナーサポート費 430,000 円のうち 15,513 円を県高文連に返戻した。 

・来年度の県高文連からのセミナーサポート費は，例年どおり 430,000 円の予定。 
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協議 2 2025(令和 7)年度事業の推進について 

 

(1) 役員(非改選期) 

2025(令和 7)年度の役員について 

・2025 年度の事務局は引き続き不来方高校(4 月から南昌みらい高校)です。 

・2025 年度の顧問が決まり次第，事務局(不来方・岡田伸一郎)にお知らせください。 

・専門部理事は，「大会に参加する学校ならびに盛岡支部の学校の顧問 1 名」を原則とすることか

ら，現在の理事校で顧問が交代する場合は，引き続き理事校であることを引き継いでください。 

・年度途中に新たに大会に参加する学校は，例年どおり理事会のオブザーバーとします。 

 

(2) 事業計画 

事業の日程 (第 2 回理事会までに承認済) 

従来どおり，大会事業・講習会事業・顧問研修事業・その他の4つで構成します。以下の「日

程原則」により，次ページのとおり会場を確保しています。 

それぞれの要項は，9月までのものは第1回理事会で，10月以降のものは第2回理事会で検討し

ます。 

日程原則 

・第 1 回理事会(理事総会)…4 月第 3 週の金曜日 (県高文連理事会後) 

・NHK 杯県大会(県民会館) 

原則: 6 月第 2 週の月曜(準備・大会，13:30-)・火曜(大会)…高総体後・考査前 

・アナウンス朗読講習会(県民会館) 

原則: 東北アナ朗の前日(6 月下旬の土曜日) 

・第 2 回理事会…9 月上旬の金曜日 

・放送講習会(県民会館) 

原則: 9 月 3 連休の初日(準備，17:30-)・中日(行事)…県外校招聘のため 

・メディアコミュニケーションセミナー(県民会館) 

原則: 10 月体育の日の翌日(準備)・翌々日(行事)…高総文祭開会式後 

・新人大会(県民会館) 

原則: 11 月第 2 週，メディアコミュニケーションセミナーと曜日を一致(初日 13:30 準備・ 

 大会，翌日大会)…運動部の新人大会後・考査前 

・11 月番組講習会(県民会館) 

原則: 11 月勤労感謝の日の前後…修学旅行前 

・12 月アナ朗講習会(県民会館) 

原則: 12 月下旬の土日のいずれか 

・第 3 回理事会…2 月第 3 週の金曜日(県高文連理事会後) 

・3 月番組講習会(盛岡支部主催事業) 

原則: 終業式後の休日 
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2025(令和 7)年度 

月 日 曜
事業名

(太字は生徒参加の事業)
会場

主催者
(太字は主催)

4 理事総会・第1回理事会 南昌みらい高校 放送専門部

6
2
3

月
火

第48回岩手県高等学校総合文化祭放送部門大会兼
第72回NHK杯全国高校放送コンテスト岩手県大会

県民会館 放送専門部・NHK

6 21 土 セミナーサポート事業①アナウンス朗読講習会 県民会館 放送専門部

6 22 日 第25回東北高等学校アナウンス朗読コンテスト 県民会館
東北高文連
主管事業

7
21
24

月
木

第72回NHK杯全国高校放送コンテスト
NHKホール(決勝)・オリン
ピックセンター(準決勝ま
で)

全放連・NHK

7 29 火 高文連全国放送専門部理事会
三木町文化交流プラザ
(香川県三木町)

全国高文連

7
30
31

水
木

第49回全国高等学校総合文化祭(香川大会)放送部門
三木町文化交流プラザ・三
木高校(香川県三木町)

全国高文連

9 第2回理事会 南昌みらい高校 放送専門部

9 東北地区高等学校文化連盟放送部会理事会 秋田県 東北高文連

9 14 日 セミナーサポート事業②放送講習会 県民会館 放送専門部

10 3 金 第47回岩手県高等学校総合文化祭総合開会式
陸前高田市民文化会館
(高田高校主管)

県高文連
(気仙支部主管)

10 15 水 セミナーサポート事業③メディアコミュニケーションセミナー 県民会館 放送専門部

11
4
5

火
水

第48回岩手県高等学校総合文化祭放送部門大会兼
第43回岩手県高等学校放送新人大会

県民会館 放送専門部

11 22 土 セミナーサポート事業④番組講習会 県民会館 放送専門部

12 20 土 セミナーサポート事業⑤アナウンス朗読講習会 県民会館 放送専門部

12 校内放送指導者講座 (東京) 全放連・NHK

2 第29回東北高等学校放送コンテスト 大曲市民会館
東北高文連
秋田県主管

2 第3回理事会・会計監査 南昌みらい高校 放送専門部

3 番組講習会　(3/20(金・祝)-23（日）のいずれか) (盛岡市) 盛岡支部

3 NHK杯全国高校放送コンテスト担当者会議 NHK放送センター(東京) 全放連・NHK

中旬

中旬

中旬

下旬

中下旬

下旬

上旬

下旬

・9 月の放送講習会の県外からの招聘は，大阪府・相愛高校の竹中泰子先生と生徒の予定 

 

協議 3 その他 

(協議題無し) 
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連絡 1 2025(令和 7)年度以降の上位大会 (第 2 回理事会で連絡済) 

 

(1) 確定している日程等 

ア NHK 杯全国高校放送コンテスト全国大会決勝の日 

・2025 年 72 回大会 NHK ホール 7 月 24 日(木) 

・2026 年以降未公表 

イ 全国高等学校総合文化祭開催県 

・2025 年 49 回大会 香川県  三木町 三木町文化交流プラザ 

https://kagawa-soubunsai2025.pref.kagawa.lg.jp/ 

・2026 年 50 回大会 秋田県  大仙市 大曲市民会館 

・2027 年 51 回大会 石川県   

・2028 年 52 回大会 山口県   

・2029 年 53 回大会 千葉県   

・2030 年 54 回大会 九州地区(大分・熊本・沖縄・福岡・宮崎・長崎・佐賀・鹿児島) 

・2031 年 55 回大会 近畿地区(兵庫・大阪・奈良・京都・滋賀・和歌山) 

・2032 年 56 回大会 北海道東北地区(岩手・北海道・山形・青森・福島・宮城) 

ウ 東北高等学校放送コンテスト開催県 秋田から時計回りを原則とする 

・2025 年度 29 回大会 秋田県 全国総文リハーサル大会としてローテーション変更 

・2026 年度 30 回大会 福島県 ローテーション変更 

・2027 年度 31 回大会 山形県 ローテーション変更 

・2028 年度 32 回大会 青森県 

・2029 年度 33 回大会 岩手県 

・2030 年度 34 回大会 宮城県 

 

(2) 2025(令和 7)年度 NHK 杯の朗読指定作品 

 https://www.nhk-fdn.or.jp/kyoiku/ncon/ncon_h/info.html 

1)『潮騒』三島由紀夫(新潮文庫) 

2)『一色一生』志村ふくみ(講談社文芸文庫) 

3)『推し、燃ゆ』宇佐見りん(河出文庫) 

4)『不思議な少年』マーク・トウェイン/中野好夫 訳(岩波文庫) 

5)『世間胸算用』井原西鶴(出版社不問) 

 

(3) NHK 杯全国大会関係で検討中の事項 

・3/22(土)に担当者会議を東京で開催，以下について確定する見込み。 

・準々決勝の開催方法…今年度と同様，番組部門についてはウエブ審査になる見込み 

・準決勝・決勝の参加人数…今年度と同様，エントリーに応じた人数を指定する見込み 

・担当者会議には菊地(運営部・運営委員)が出席(旅費は次年度の NHK 杯会計から支出) 
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(4) 第 49 回全国高等学校総合文化祭(香川大会)放送部門について 

https://kagawa-soubunsai2025.pref.kagawa.lg.jp/ 

ア 準備日程 

・宿泊等…4月上旬からサポート室で受付開始? 

・部門別参加票などの締切…4 月中旬? 

・提出物一式の締切…4月 25 日(金)盛岡二高必着，香川必着は 5 月 7日(水)前後? 

イ 担当 全体のとりまとめ…盛岡第二・菊地達哉 

・アナウンス・朗読…盛岡白百合・成田奈穂 

・番組…盛岡第一・森公崇 

ウ 発表ブロック 部門の発表時間の重複は不明 

・アナウンス部門…郷土の話題 

ブロック D(岩手・山梨・新潟・京都・徳島・開催県(香川)) 2 日めの午前? 

・朗読部門…郷土にゆかりのある作家の作品または郷土を舞台とした作品 

ブロック B(岩手・福島・長野・岐阜・開催県(香川)・鹿児島) 1 日めの午前? 

・オーディオメッセージ部門…郷土の話題を高校生に伝える内容 

ブロック E/F(岩手・福島・埼玉・東京・香川・愛媛 / 

秋田・宮城・群馬・新潟・和歌山・高知) 1 日めの午後? 

・ビデオメッセージ部門: 郷土の話題を高校生に伝える内容 

ブロック E(岩手・福島・埼玉・東京・香川・愛媛) 2 日めの午前? 

エ 高文連全国放送専門部理事会報告 (第 2 回理事会で連絡済) 

・2025(令和 7)年度(香川大会)からの変更点…特になし 

・保留となっている事項 

審査規定の制定…NHK 杯より細かい技術面のみの規定には反対 

・岩手として提案を続けている事項 

都道府県ごとにまとまっての発表 

 

(5) 第 29 回東北高等学校放送コンテスト(秋田大会)について 

・2026(令和 8)年 2 月 7日(土)～8 日(日) 大曲市民会館 

・キャンペーン部門のキーワード: 50 
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連絡 2 2026(令和 8)年度の事業日程(予定) 

・協議 2(2)アの日程原則により，次のとおり会場予約の申請をしています。 

2026(令和 8)年度 

月 日 曜
事業名

(太字は生徒参加の事業)
会場

主催者
(太字は主催)

4 理事総会・第1回理事会 盛岡工業高校 放送専門部

6
1
2

月
火

第49回岩手県高等学校総合文化祭放送部門大会兼
第73回NHK杯全国高校放送コンテスト岩手県大会

県民会館 放送専門部・NHK

6
20
21

土
日

セミナーサポート事業①アナウンス朗読講習会
第26回東北高等学校アナウンス朗読コンテスト

県民会館 放送専門部
東北高文連・主管事業

7 NHK杯全国高校放送コンテスト担当者会議 NHK放送センター(東京) 全放連・NHK

7
21
24

月
木

第72回NHK杯全国高校放送コンテスト
NHKホール(決勝)・オリン
ピックセンター(準決勝ま
で)

全放連・NHK

7 28 火 高文連全国放送専門部理事会
大曲市民会館
(秋田県大仙市)

全国高文連

7
29
30

水
木

第50回全国高等学校総合文化祭(秋田大会)放送部門
大曲市民会館
(秋田県大仙市)

全国高文連

9 第2回理事会 盛岡工業高校 放送専門部

9 東北地区高等学校文化連盟放送部会理事会 福島県 東北高文連

9 20 日 セミナーサポート事業②放送講習会 県民会館 放送専門部

10 9 金 第48回岩手県高等学校総合文化祭総合開会式
県民会館
(盛岡北高校主管)

県高文連
(盛岡支部主管)

10 14 水 セミナーサポート事業③メディアコミュニケーションセミナー 県民会館 放送専門部

11
3
4

火
水

第49回岩手県高等学校総合文化祭放送部門大会兼
第44回岩手県高等学校放送新人大会

県民会館 放送専門部

11 21 土 セミナーサポート事業④番組講習会 県民会館 放送専門部

12 19 土 セミナーサポート事業⑤アナウンス朗読講習会 県民会館 放送専門部

12 校内放送指導者講座 (東京) 全放連・NHK

2 第29回東北高等学校放送コンテスト 福島県
東北高文連
福島県主管

2 第3回理事会・会計監査 盛岡工業高校 放送専門部

3 番組講習会 (盛岡市) 盛岡支部

3 NHK杯全国高校放送コンテスト担当者会議 NHK放送センター(東京) 全放連・NHK下旬

中・下旬

下旬

上旬

下旬

中旬

上中旬

中旬

中旬
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連絡 3 その他 

 

(1) 盛岡支部主催番組講習会について https://www2.iwate-ed.jp/housou/2024/semi2024-6.pdf 

期日 3/22(土)盛岡一高・3/23(日)盛岡白百合学園 両日 9:30～16:00 

参加申込期限 3/7(金)正午 

準備日程等 

2/20(木)16:00 zoom ミーティングで生徒向け講習 

2/25(火)16:00? zoom ミーティングで顧問打合せ 

(白百合関係の撮影は 3/20～23 の予定) 

3/22(土)盛岡一高での講座 午前…総文番組クリニック，午後…ロケリハーサル 

3/23(日)盛岡白百合学園での講座 全日撮影実技 

(完成版の上映会は 6/28(土)か 6/29(日)の予定) 

(2) 県高文連理事会報告 

ア 総合開会式の会場と担当 

2025 年度気仙支部(高田高校主管) 

2026 年度盛岡支部(盛岡北高校主管) 

2027 年度県南地区(奥州・一関・気仙支部，主管校未定) 50 回を機に開会式の在り方を変更 

2028 年度県央地区(花巻・北上・釜石支部，主管校未定) 

2029 年度県北支部(盛岡・宮古・久慈・二戸支部，主管校未定) 

イ 全国総文祭関係 

県高文連の生徒旅費の補助は，2025(令和 7)年度かがわ総文が補助対象生徒 1 人につき 8,000 円

×3 泊上限+行動費 22,000 円。補助人数はアナ朗はそれぞれ代表生徒 1名，番組は 1 本につき 3

名の予定(2024(令和 6)年度ぎふ総文は，生徒 1人につき 8,000 円×3泊上限+行動費 18,000 円。

補助人数はアナ朗はそれぞれ代表生徒 1 名，番組は 1 本につき 3 名)。 

(3) 旅費の計算について 

・理事会の旅費は，専門部が負担します。旅費の算出・報告をお願いします。 

・各校の事務室で出張の実態(発着地，通勤経路との関係，私用車公用の有無など)にあわせて算

出してもらい，理事会出席の報告時に，交通費(運賃・車賃)・現地経費を報告してください。 

(4) 県高文連登録について 

新年度の県高文連登録(顧問名登録ならびに生徒登録)の際は，委員会組織の場合も手続きをする

よう，各校でお取り計らい下さい。 

(5) その他 

・高文連紀要原稿・大会結果 20～26 ページ 

・N コンスキルアップ講座(3/27)について 

 

資料 岩手県高等学校文化連盟放送専門部規約 

(省略 第 1回理事会資料参照→・Nコンスキルアップ講座(3/27)について 

 

資料 2024(令和 6 年度)高文連紀要原稿・大会結果 

(省略 当日配付) 


